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土：陶芸粘土＝7 : 3【写真 3】、②園庭の土：陶芸粘土＝5 : 5【写真 4】、③園庭の土：陶芸粘


















































































































































































































































































































37】、この受付に学生も参画した。保育実践演習 A の最後の振り返り【写真 38】では、「保護
者の方が園での活動を知る機会になっていたこと」、「園児たちが嬉しそうに、保護者に土鈴づ
くりのことを話していたこと」、「保護者の方が、土鈴ができるまでの過程に驚かれていたこ
と」等が報告され、展示を通して保護者が子ども園の活動に対する理解を深めていることや、
展示が子どもと保護者を繋ぐ貴重な機会の一翼を担っていることが再確認された。
大学祭での展示を終えた数日後に園の遊戯室に 2クラスが集まり、作品返却を行った。窯で
焼成した土鈴は【写真 39】のように、白味を帯びた色へと変化した。二名の学生が「割れな
いように、大事に持ってね」と土鈴の取り扱い方を説明しながら、作品の裏に刻まれた園児の
名前を一人ずつ読み上げ、順番に土鈴を返却した。園児にとっては自身がつくった作品を手に
取って実際に音を鳴らすことのできるワクワクする時間である。返却してもらった土鈴をすぐ
に振って、音を鳴らしてみる園児たち。「なったー！」「○○君、聞いて、先生聞いて！」と大
興奮である。友達の作品を見て「可愛いなー、それクマやんなー！」等、あちこちから歓声が
上がる。自分の作品に驚き、満足感を感じている様子である。中には「あ！耳が取れてしまっ
た、、、」と耳やパーツが取れてしまったことを悲しむ園児も見られた。嬉しくて、つい強く
触ってしまったのかもしれない。
音の鳴らない土鈴については、鈴の穴と同程度の大きさの陶の破片を入れることにより対処
した。作品返却では、焼成前後の色の変化や固さ、手触りの違いに触れ、園庭の土が徐々に変
化してきた過程を振り返ることで、土の不思議さ面白さを園児が実感できるように努めた。土
の変化はもちろん、窯入れ体験をするために園の外に出て大学に行ったこと等、土鈴づくりを
【写真 36】
窯詰めの様子
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通して経験した全てが園児にとって珍しく、それぞれの内的な発見に繋がったと考える。
返却の最後には園児全員で「おもちゃのチャチャチャ」を演奏した【写真 40】。全ての土鈴
が同じ土からできているにも関わらず、一人ひとりの土鈴から奏でられる音色は少しずつ異な
っている面白さがあった。それは作品の大きさや厚みが物語るように、土鈴が子どもたち一人
ひとりの思いが詰まった自分だけの作品となったからである。土掘りの段階では粘土を触るこ
とに抵抗を示した園児もいたが、次第に感触が気持ち良くなり、触る活動は創作へと導かれて
個々の土鈴が形造られた。一人ひとりの思いが詰まったそれぞれの音色が響き渡り、土鈴づく
りは全ての活動を終えた。
【写真 37】
大学での展示の様子
【写真 38】
保育実践演習 A の振り返り活動
【写真 39】
焼成後の園児の土鈴
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9．おわりに
本章では、本実践の成果と課題を記す。まず本実践の成果として、園と大学の連携が無けれ
ば成立しないような特色ある保育を展開できた点が挙げられる。具体的には「土の焼成」とい
う点であり、陶芸窯を有する大学ならではの造形的な実践が展開できたと考える。また、各活
動の折に触れて「園庭で採取した土」を強調していたため、完成した土鈴の色が変化していて
も、その材料となった土が園庭で採取されたことを多くの園児が自覚しており、幾許ながらも
身近な環境への興味を促すことができたと考える。さらに、返却の際に焼成温度が 800度であ
ることを覚えていた園児も多く、土を焼成することで材質が変化する不思議さを感じた園児も
多かったのではないかと推察する。後述する土の不思議さや自然の偉大さを、園児が体験的に
知覚する契機になっていればと願う。
本実践の課題は、見本として示した土鈴のバリエーションが少なく、見本に引っ張られる子
どもが多かった点が挙げられる。これは決して悪い側面だけではないが、より豊かなアイディ
アを園児から引き出すためには、具象・抽象を問わず多様な見本があっても良かったように感
じた。また不純物を除去する活動に園児が介入できなかった点も課題として挙げられる。土と
いう素材を深く知るために、土に大量の根や小石が含まれていることを、除去作業を通して体
感できていれば、より素材理解が深まったのではないかと考える。以上が本実践の成果と課題
であり、最後に本実践を通して第一筆者自身が感じた内容を記し、まとめとしたい。
土は乾燥や焼成を経て、色や形、性質が変化する他に類を見ない素材と言える。焼成前の土
は、水を含むと形の維持が困難な程に柔らかくなり、乾燥すると石のように固くなる。色につ
いては乾燥前後によって、濃い茶色から白味の強い色へと変化する。また植物のような、ある
いは生き物のような自然特有の匂いも有している。焼成後の粘土は化学反応によって強固にな
り、水を含んでも柔らかくならない性質へと変化する。また色も白に近い色や、鉄分の量によ
【写真 40】
土鈴のよる演奏会
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っては赤味を帯びることも多い。手触りは粘土に含まれる小石の量によって変化する。例えば
小石の量が多ければ粗い土肌になり、少なければ滑らかな土肌になる。加えて、土には生物の
すみかや水分を保持する役割の他、窒素や水・ミネラル等を植物の根に運ぶ役割、さらには死
んだ生き物や落ち葉を分解する役割も担っている。そして土はどこまでも広がり、人間が立つ
ために不可欠な大地を形成している。
土に限らず、自然物に触れること、感じること、あるいは操作することを通して、自然の大
きさや偉大さを感じる契機になる。また第一筆者に限って言えば、重力下における自然物の形
やバランス、色の深さに驚嘆とするばかりで、外を眺めるだけで心が豊かになる感覚に満たさ
れる。
造形活動は自然の偉大さを知ることが目的ではなく、あくまで個人の興味に応じた主体的な
操作や感覚を楽しむことが第一義であり、この行為の痕跡が結果として自己的な表現として現
れる。そしてお互いの表現を鑑賞し、認め合うことで他者理解が生まれると共に、自己肯定感
が育まれると筆者らは考える。
造形素材はあくまでも主体的な活動を援助する要素の一つであることを忘れてはならない。
しかし素材との会話を続けることにより、自然を知り、自然の摂理に触れることもまた可能で
ある。保育という領域の根は深く、突き詰めると人間が生きることや存在することの意味を問
うことに繋がると考える。このように、保育が果てなき学術であるとするならば、今後も大学
と園が連携し、教員の専門性を保育の実践に生かしていきたいと願う。
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